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問
＝
課
税
内
容
：

納
付
相
談
：

口
座
振
替
：

固
定
資
産
税
課

納

税

課

市
・
納
税
推
進
課 （

☎
681・３
４
６
９
）

（
☎
681
・３
４
８
３
）

（
☎
213
・５
４
６
６
）

南
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
に
つ
い
て
審

議
す
る
協
議
会
の
市
民
委
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
（
選
考
有
）。

応
募
条
件　

次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方

①
区
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

②
国
、
地
方
公
共
団
体
の
議
員
又

は
常
勤
の
公
務
員
で
な
い
方

③
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き

る
方

④
市
の
審
議
会
等
の
委
員
に
２
つ

以
上
就
任
し
て
い
な
い
方

募
集
人
数　

２
名

任
期　

平
成
24
年
４
月
１
日
〜
26

年
３
月
31
日
の
２
年
間

応
募
方
法　

南
保
健
セ
ン
タ
ー
で

配
布
の
応
募
用
紙
（
南
区
役
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送

又
は
FAX
で
健
康
づ
く
り
推
進
課
へ

（
２
月
29
日
（
水
）
必
着
。
〒
601
・

８
４
４
１
南
区
西
九
条
南
田
町
１

-

２
、
FAX 

691
・
１
３
９
７
）。

※
仕
事
内
容
や
報
酬
等
の
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課

（
☎
681
・
３
５
４
０
）

2,600 2,549 2,6652,665

2,4122,412
2,4592,459

2,2652,265

2,563
2,400

2,200

0
12月 1月 2月 3月

最大電力
需要
最大電力
需要
供給力供給力

出典：関西電力（株）
「今冬の需給見通しと
節電のお願いについて」

2,6652,665

2,4772,477

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名

に
ト
ラ
フ
ィ
カ
京
カ
ー
ド
（
１
千
円

券
）
を
進
呈
。
解
答･

氏
名･

住
所･

年
齢
・
紙
面
へ
の
感
想
を
記
入
の

上
、
は
が
き
又
は
FAX
で
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
へ
（
２
月
29
日(

水)

必

着
。
〒
601
・
８
５
１
１(

住
所
記
載

不
要)

、
FAX 

671
・
９
６
５
３
）。

当
選
者
に
は
、
後
日
記
念
品
を
送

付(

解
答
は
次
号
掲
載)

。

問
＝
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

◆
市
バ
ス
（
南
１
号
、
特
13
号
系

統
）「
国
道
東
土
川
」
か
ら
東
へ

徒
歩
１
分

※
本
殿
が
あ
る
覆
屋
内
へ
の
立
ち

入
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

南
保
健
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
委
員
を

募
集

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
に
ご
注
意
を
！

新
春
賀
詞
交
換

合
同
互
礼
会
を
開
催

子育て
支援ボランティア
大募集！

南
区
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
「
す

く
す
く
み
な
み
」
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
は
気

軽
な
子
育
て
相
談
等
を
通
じ
て
、

乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
が
安
心
し

て
交
流
で
き
る
場
づ
く
り
を
支
え

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
講
演

会
で
の
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

１
月
６
日
、
南
区
各
種
団
体

連
絡
協
議
会
の
主
催
に
よ
る
新
春

賀
詞
交
換
合
同
互
礼
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
区
内
の
各
種
団

体
と
行
政
機
関
が
一
堂
に
会
し
、

新
春
を
祝
う
と
と
も
に
、
連
携
と

南
区
循
環
型
社
会
推
進
会
議

で
は
区
民
の
皆
さ
ん
に
環
境
意
識

を
よ
り
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
二
酸
化
炭
素
の
排
出
が

少
な
い
天
然
ガ
ス
を
使
用
す
る
最

新
鋭
の
火
力
発
電
所
「
南
港
発
電

所
」
を
見
学
。
そ
の
後
、「
大
阪

市
立
科
学
館
」
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
を
視
聴
し
、
地
球
環
境
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。
節
電
が
必
要
な
こ

の
機
会
に
、
電
力
な
ど
の
大
切
さ

を
改
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
６
日（
火
）午
前
８
時

半
〜
午
後
４
時

集
合
・
解
散
場
所　

京
都
駅
八
条

口
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

対
象　

区
内
在
住
又
は
通
勤
・
通

学
の
方

費
用　

無
料
（
昼
食
、
飲
み
物
は

各
自
持
参
）

定
員　

先
着
80
名

申
込　

２
月
17
日
（
金
）
〜
23
日

（
木
）
に
電
話
で

問
・　

＝
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

お
茶
の

い
た
だ
き
方
教
室

参
加
者
募
集

茶
道
裏
千
家
の
先
生
を
お
招

き
し
、
お
茶
を
い
た
だ
く
際
の
基

本
的
な
作
法
に
つ
い
て
楽
し
く
学

ぶ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

作
法
の
体
験
を
通
し
て
、
温

か
な
和
の
心
を
養
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　

３
月
12
日（
月
）　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

区
役
所
Ｂ
会
議
室
、
和
室

対
象　

区
内
在
住
又
は
通
勤
・
通

学
の
方

講
師　

見
保　

宗
定
氏（
裏
千
家
）

費
用　

500
円

定
員　

先
着
15
名

申
込　

２
月
17
日
（
金
）
か
ら
電

話
で

※
普
段
着
で
参
加
で
き
ま
す
。

冬
場
は
窓
を
閉
め
切
り
が
ち

に
な
る
た
め
、
室
内
の
空
気
が
よ

ご
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

家
庭
で
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候

群
が
起
き
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
こ
ま
め
に
換
気
す
る
。

○ 

こ
ま
め
な
掃
除
で
ダ
ニ
・
カ
ビ

の
繁
殖
を
抑
え
る
。

○
住
宅
の
新
築
や
改
築
時
の
建
材

選
び
は
業
者
と
十
分
に
話
し

合
う
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
納
付
に
は
便
利
で
確
実

な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
。

２
月
29
日
は
固
定
資
産
税
第
４
期
の
納
期
限

問＝いずれもまちづくり推進課（☎681-3417）

久世橋通久世橋通

府道伏見向日線府道伏見向日線

名神
高速
道路

名神
高速
道路

久世橋久世橋

祥久橋祥久橋

久世橋西詰久世橋西詰

石原石原

府道水垂上桂線

府道水垂上桂線久世殿城久世殿城

上久世上久世

東土川東土川

桂川桂川

倉掛神社倉掛神社

171

171

葛野大路通葛野大路通

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
昨

年
の
夏
に
引
き
続
き
、
今
冬
も
電

力
不
足
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

特
に
２
月
は
暖
房
器
具
に
よ

る
消
費
量
の
増
加
と
、
原
子
力
発

電
所
の
停
止
に
伴
う
供
給
量
の
減

少
に
よ
り
、
今
冬
で
最
も
電
力
が

不
足
す
る
見
込
み
で
す
。

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た

め
、
市
で
は
全
庁
を
挙
げ
て
節
電

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
区
内
で
は
先
進
的
な
省

エ
ネ
に
取
り
組
む
「
エ
コ
学
区
」

の
認
定
を
受
け
た
九
条
学
区
を
は

じ
め
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
は
節
電

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
引
き
続
き
家
庭
で
の
節
電

目
標
（
前
年
度
比
：
10
％
以
上
）

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
23
年
中
の
区
内
に
お
け

る
火
災
件
数
は
28
件
で
、
前
年
に

比
べ
て
11
件
増
加
し
ま
し
た
。

原
因
別
の
火
災
件
数
を
見
る

と
、「
放
火
（
疑
い
含
む
）」、「
電

気
」、「
た
ば
こ
」
が
全
体
の
お
よ

そ
８
割
を
占
め
、
い
ず
れ
も
前
年

か
ら
著
し
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。
家
庭
や
地
域
で
火
災
予
防

に
取
り
組
み
、
大
切
な
命
や
財
産

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ぼうさいぼうさい
コーナーコーナー

○
放
火

家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物

を
置
か
な
い
な
ど
、
放
火
さ
れ
な

い
環
境
を
作
る
。

○
電
気
火
災

電
気
コ
ー
ド
は
た
こ
足
配
線

を
避
け
る
。
ま
た
、
古
い
電
化
製

品
の
使
用
時
に
、
臭
い
や
異
音
が

あ
れ
ば
要
注
意
。

○
た
ば
こ
火
災

大
き
め
の
灰
皿
に
水
を
張
り
、

た
ば
こ
の
火
を
確
実
に
消
す
。
ま

た
、
寝
た
ば
こ
は
し
な
い
。

問
＝
南
消
防
署（☎

681
・
０
７
１
１
）

区
内
の
火
災
件
数
が

大
幅
に
増
加
！

火
災
予
防
の
た
め
の

取
組

樹
木
に

覆
わ
れ
た

境
内
に
静

か
に
た
た
ず
む
倉
掛
神
社
。
創
建

時
期
は
不
明
で
す
が
、
こ
の
地
域

で
稲
作
を
始
め
た
人
々
が
米
倉
を

建
て
、
豊
作
を
祈
っ
た
こ
と
に
由

来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

祭
神
に
は
農
耕
の
神
「
倉
掛
の

神
」
の
ほ
か
、
知
恵
、
福
徳
、
財

宝
を
授
け
る
女
神
「
弁
財
天
」
な

ど
を
祀
り
、
古
く
か
ら
信
仰
を
集

め
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
、
地
域

の
人
々
の
手
で
大
切
に
守
ら
れ
て

い
ま
す
。

現
在
の
本
殿
は
江
戸
時
代
前

期
の
寛
文
６
（
１
６
６
６
）
年
の

造
営
で
、
豊
か
な
装
飾
や
細
部
に

わ
た
る
見
事
な
意
匠
な
ど
が
評
価

さ
れ
、
昭
和
60
年
に
市
指
定
文
化

財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
倉
掛
神
社
は
「
○

○
○
○
の
宮
は
ん
」
と
い
う
通
称

で
も
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和

の
戦
時
中
ま
で
、
神
社
の
界
隈
は

森
と
竹
藪
に
覆
わ
れ
、
狸
や
狐
が

生
息
す
る
鬱う

っ

そ

う蒼
と
し
た
場
所
だ
っ

た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
す
が
、

そ
の
通
称
と
は
次
の
１
〜
３
の
ど

れ
で
し
ょ
う
。

１　

ち
ん
じ
ゅ
（
鎮
守
）

２　

く
ら
が
り
（
暗
が
り
）

３　

い
ね
な
り
（
稲
生
り
）

「
知
る
」「
見
る
」
み
な
み

その⑭

倉く
ら
か
け掛
神じ

ん
じ
ゃ社
（
久
世
東
土
川
）

等
も
あ
り
ま
す
。

「
子
ど
も
が
大
好
き
」、「
子
育

て
中
の
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
を

応
援
し
た
い
」
と
い
っ
た
情
熱
の

あ
る
方
々
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
（
応
募
後
に
面
談
と
説

明
会
有
）
。 

対
象　

区
内
在
住
で
子
育
て
支
援

に
関
心
の
あ
る
方
（
18
歳
以
上
・

性
別
不
問
） 

申
込　

は
が
き
又
は
FAX
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

を
明
記
し
て
、
２
月
29
日
（
水
）

（
必
着
）
ま
で
に
〒
601
・
８
３
２
１

南
区
吉
祥
院
西
定
成
町
32
「
南
区

社
会
福
祉
協
議
会
」
へ
。

FAX 

671
・
３
８
４
０

問
＝
支
援
課
（
☎
681
・
３
２
１
４
）

交
流
を
深
め
る
た
め
開
催
。
当
日

は
各
学
区
の
団
体
関
係
者
の
ほ

か
、
門
川
市
長
や
地
元
選
出
の
国

会
議
員
、
市
会
・
府
議
会
議
員
な

ど
、
総
勢
300
名
を
超
え
る
方
々
の

出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、

同
協
議
会
の
北
川
代
表
が
挨
拶
。

そ
の
後
、
門
川
市
長
を
は
じ
め
、

来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
新
春
恒
例
の
鏡
開

き
や
各
学
区
・
団
体
、
行
政
関
係

者
に
よ
る
自
己
紹
介
な
ど
も
行
わ

れ
、
華
や
い
だ
雰
囲
気
の
中
、
出

席
者
同
士
が
歓
談
。
南
区
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
よ
り
結
束
を
固

め
ま
し
た
。

すくすくみなみの様子

南港発電所

単位：万ｋＷ●今冬における電力の需給見通し

ボランティアの村上さん（左）、
谷口さん（中）、中村さん（右）
※活動は3人体制で行います

扶養控除と配偶者控除の改正 （平成24年度から）
①16歳未満の扶養親族に係る扶養控除（33万円）の廃
止　②16歳以上19歳未満の扶養親族に係る扶養控除の縮
小（45万円→33万円）　③16歳未満の扶養親族が同居の特
別障害者である場合は、従来の扶養控除への加算額と同

額（23万円）を特別障害者控除額に加算

南区民文化芸能フェスティバル

南区文化協議会では、区民の皆さんに芸術文化を身近に感じてもらえるよう、年間を通じ、

様々な発表の場や文化教室を開催しています。

この度、平成23年度の集大成となる発表会を盛大に開催します。出演・出展者の熱意が込

められた多彩なステージや作品を、ぜひご覧ください。

日時　 ２月26日（日）
　　　正午～

　　　午後５時

場所　龍谷大学アバンティ響都ホール
（東九条西山王町　京都駅八条口ア

バンティ９階、入場無料）

出演　 日本舞踊、楽器演奏、コーラス、
キッズダンスなど23団体

日時　 ３月11日（日）～
15日（木）

午前９時30分～午後４時30分

（15日は午後３時30分まで）

場所　区役所ホール（入場無料）
出展　絵画、書道、写真、手工芸など

（平成24年度から）

寄附金税額控除の適用下限額の引下げ

平成23年分以降の寄附金から、寄付金税額控除の適用

下限額を引下げ（5,000円→2,000円）

遺族への年金型の生命保険金等に関する特別還付金
（平成23年11月から）

遺族の方が年金として受給する生命保険金等につい

て、所得税の平成12年分から17年分までの取扱いが変

更されたため、市・府民税についても特別還付金とし

て交付。所得税の特別還付金の請求手続きをされた方

は24年11月14日までに市・府民税の特別還付金の請求

申請を行ってください。（対象の方は事前にお問い合わ

せを）

問＝市民税課（☎681-3493）

対象の方はご注意を！
市・府民税の制度が変わります

区民の文化力を披露します！
「南区民文化芸能フェスティバル」・「南区民文化展」開催！

２月は冬期電力不足のピークです！10％以上の節電に引き続きご協力をあなたの支えで
笑顔あふれる
子育てを

問
・　

＝
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

申 環
境
バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

大
阪
市
の
火
力
発
電
所

な
ど
を
見
学

火
災
の
早
期
対
応

に
つ
な
が
る
「
住

宅
用
火
災
警
報

器
」
を
設
置
し
て

く
だ
さ
い
！

火災の原因 平成23年
（前年比）

区内の火災件数
（原因別）

放火（疑い含む） ９  （＋４）
電気（コードなど） ７  （＋５）
たばこ ６  （＋５）
ガス油類引火 １  （－４）
暖房器具 ０  （－２）
その他 ５  （＋３）

合　計 28（＋ 11）

前
回
（
１
／
15
号
）
の
答
え

＝
石せ

き

か

ん

と

う

敢
當
の
意
味
は

「
３　

当
た
る
と
こ
ろ
敵
な
し
」。

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
と
は
？

住
居
内
で
の
空
気
汚
染
に
よ
る
健

康
障
害
を
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
と

い
い
ま
す
。
症
状
は
目
や
の
ど
の
痛

み
、
鼻
水
、
吐
き
気
、
頭
痛
な
ど
人

に
よ
っ
て
様
々
で
す
。

近
年
、
住
宅
の
高
気
密
化
が
進
み
、

建
材
・
家
具
等
か
ら
の
化
学
物
質

（
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
な
ど
）
や
、

石
油
・
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
使
用
時
の
一

酸
化
炭
素
な
ど
に
よ
る
空
気
汚
染
が

起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ダ
ニ
や
カ
ビ
も
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

症
候
群
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

問
＝
衛
生
課

（
☎
681
・
３
５
７
８
）

す
こ
や
か
だ
よ
り

「京（みやこ）エコロジーセンター（伏見区深草池ノ内町 ☎641-0911）」とは…
地球温暖化防止、ごみ減量など、環境にやさしい暮らしの大切さを子どもから大人まで楽しみながら
学べる拠点施設です。家庭での節電についても紹介しています。

京（みやこ）エコロジーセンター
（市環境保全活動センター）

仲上 美和さん

２月は最も電力不足と見込まれています

不要な照明を
消すと…

設定を
２℃下げると…

およそ
(室温設定20℃
を目安に）

※7％の節電！
およそ
※4％の節電！

およそ
※2％の節電！

省エネモードにして
使用時間を2/3に減
らすと…

※通常、エアコンを使用される家庭の夕方ピーク時の消費電力（約1,400Ｗ）に対する削減率の目安（資源エネルギー庁推計）

家庭での節電取組の一例 節電は平日の午前９時～午後９時、特に家庭では夕方以降
の時間帯（午後６～９時）を中心にお願いします。

本　殿 本殿を保護する覆屋

※
節
電
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、

京
（
み
や
こ
）
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
紹
介
。

申

昨年の様子 南区長　和田 千惠

私
も
参
加
し
ま
す
！

節電に
ご協力を

節電は一人ひとりが少しずつ
取り組むことが大切です。
今冬にとどまらずに、無理な

くできる工夫した節電を続けて
いきましょう！


